
平成２７年度東北総合体育大会山岳競技ブロック会議 

（公社）日本山岳協会協議会競技部ブロック別研修会 

                        報告者：伊藤副理事長・高橋副会長 

 

１．日 時 平成２７年１１月２８日（土）～２９日（日） 

２．場 所 青森県八戸市 「八戸シーガルビューホテル 会議室」 

３．出席者 日山協   滝内 競技運営委員会常任委員 

青森県岳連 服部会長、木村副会長、川端理事長、四戸副理事長 

      岩手県山協 高橋会長（日山協副会長）、吉田副会長、小山理事長、 

            佐藤指導部長、遠藤事務局長 

      宮城県岳連 相澤会長、佐藤副会長、齋藤理事長、高石事務局長 

      秋田県岳連 斎藤会長（日山協理事）、佐藤理事長 

      福島県岳連 尾形会長、三森副会長、佐藤理事長、佐々木指導委員長 

      山形県岳連 高橋副会長、伊藤副理事長 

４．日 程 

  ２８日（土） ① 開 会 式 

         ②（公社）日本山岳協会競技部ブロック別研修会 

  ２９日（日） ③－１ 東北ブロック会議  ③－２ 研修会 

         ④ 閉 会 式 

 

 

 川端理事長の進行で開会、青森県岳連・服部会長の挨拶の後、「日山協の原状と展望につい

て」日山協・高橋時夫副会長から報告がされました。 

 開会式の後、日山協・競技部 常任委員の滝内講師によるブロック研修会が行われました。 

 

「日山協の原状と展望について」概要        ‥ 高橋時夫 日山協副会長 

・スポーツクライミング五輪種目に関連する諸問委員会の設置について、 

日山協として登山とスポーツクライミングの両輪で、登山界をけん引していくための組織 

体制の整備が急務である。 

・山の日制定記念事業について、各県毎にキャンペーン事業の展開を予定。 

・全国山の日制定協議会（日山協他４団体）主催のイベントを、８月１１日上高地で予定。 

・日山協山岳共済加入者増の取り組み ９月現在 54,635人、２７年度目標 60,000人  

・審判員、ルートセッター資格取得者の登録・認定業務の遅滞について、28年 3月末まで 

完了予定。 

・日体協公認スポーツ公認指導員の名称変更について、公認山岳指導員（現アルパイン）と 

公認スポーツクライミング指導員（現クライミング）とする。 

・国体順位について、地域格差をなくす為に１つ 1つ課題をクリアしなければならない。 

・わかやま国体において、多くの中学生の出場があった。少年男子９名、少年女子１０名。 



東北ブロック会議 抜粋 

（１）日本山岳協会理事会報告（抜粋）      ‥ 斎藤喜代志 東北ブロック代表理事 

  ・八木原圀明氏を会長に選定した（第２回理事会５月３１日） 

  ・副会長を３名から４名に増加した。 

  ・山の日制定事業を本年度ブロック単位で実施。来年度から各県毎にキャンペーン事業を 

展開する予定。 

  ・世界アンチ・ドーピング規定の変更に伴いアンチ・ドーピング規程を改定する。 

  ・スポーツクライミング五輪種目化に関わる会長諸問委員会の設定について、協会の名称 

変更を含めて、諸問委員会の選出も早々に行いたい。 

  ・山岳共済会独自事業として始めた「ヒトココ」のレンタルサービスは、上期１件も申込 

みが無かった。 

（２）第４２回東北総合体育大会山岳競技実施報告    岩手県山岳協会 

   ・種別間の連絡不備があった 

   ・抗議の方法などに不備があった。各県に持ち帰り反映させる。 

   ・選手の服装で、上下統一・履物等に問題があった。 

（３）第４３回東北総合体育大会山岳競技会について   青森県山岳連盟 

   ・開催期日 平成２８年７月２２日（金）～２４日（日） 

   ・会  場 ボルダリング ： 階上町わっせ交流センター体育館 仮説ボード 

         リ ー ド  ： クライミングジム「ノースロック」 

（４）日山協の原状と展望について（その他・質疑応答） 

   ・指導員、審判、ルートセッターのデータベースがなおざりになっていた。 

   ・スポーツクライミング五輪種目の概要 

    ①種目（メダル）の数 男子１種目 女子１種目 計２種目  

（男女金銀銅合わせて６個のメダル） 

②競技種目の内容 ３種目の複合（リード・ボルダ―・スピード） 

    ②選手数   男子２０名 女子２０名 計４０名 

   ・ネパール大地震の１次募金を締めた（二次募金受付中）。 

     総額 約２，３６６万（ 内 日山協分は、４９７万円 ） 

（５）その他 

  ①第５４回全日本登山大会 報告          宮城県山岳連盟 

   ・参加者：２１０名 ＋ ８０名(役員) 

   ・参加者の高齢化が目立った。今後の開催において、考慮が必要。 

  ②第５５回全日本登山大会（予報）  

日 程： ２０１６年１１月４日金）～６日（日） 

場 所： 島根県太田市・松江市 

  ③平成２８年度東北六県山岳連盟（協会）連絡協議会 

    日 程： 平成２８年５月 未定 

    場 所： 福島県・ 


